誓約書兼自己チェックリスト
（既存の太陽光発電設備に蓄電池又はV2H充放電設備を追加設置する場合）

　本補助金の交付を受けるにあたり、次の要件を満たしていることについて誓約します。
なお、この誓約事項や申請内容に虚偽がある場合、本補助金の交付を受けられないことに一切の異議を申し立てず、本補助金の申請や工事等に要した費用は自ら負担いたします。

	　
	要件
	チェック欄

	共通
	市税その他の租税を滞納していないこと。
	□

	
	導入設備を、法令、条例等に適合して設置していること。
	□

	
	京都市暴力団排除条例第２条第４号に規定する暴力団員等又は同条第５号に規定する暴力団密接関係者でないこと。
	□

	
	設置場所の建物が「兼用住宅」でないこと。
	□

	
	「京都市住宅の自家消費型太陽光発電設備等設置補助金交付規程」の内容を確認し、全ての補助要件を満たすことを確認していること。
	□

	蓄電池
	パッケージ型番が、国が実施する補助事業における補助対象システムとして、一般社団法人環境共創イニシアチブ（ＳＩＩ）に登録されていること。
	□

	
	原則として再エネ発電設備によって発電した電気を蓄電するものであり、平時において充放電を繰り返すことを前提とした設備とすること。
	□

	
	価格交渉等を通じて、蓄電池の導入費用（工事費込み・税抜き）が家庭用：12.5万円/kWh、業務用：11.9万円/kWh以下となるよう努めていること。
	□

	V2H
	型式が、経済産業省「クリーンエネルギー自動車の普及促進に向けた充電・充てんインフラ等導入促進補助金」の補助対象Ｖ２Ｈ充放電設備一覧表に掲載されているものであること。
	□





署名欄
（代理申請の場合、申請者本人と代理申請者の両方の署名が必要です。）

	＜申請者＞
令和　　年　　月　　日
  申請者　（自筆）

令和　　年　　月　　日
代理申請者　（自筆）




